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（２）

明
和
第
３
工
業
団
地
造
成
の

状
況
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
須
賀
地
区
）

ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
東
側
　
・
７

２０

亊
（
工
場
用
敷
地
　
・
９
亊
、
グ

１８

リ
ー
ン
バ
ン
ク
エ
リ
ア
　
亊
）
の
用

１．８

地
買
収
は
平
成
　
年
度
完
了
し
て

２１

お
り
、
今
年
度
は
第
１
期
の
造
成

工
事
を
予
定
し
て
お
り
現
在
準
備

作
業
中
で
す
。
本
格
的
な
工
事
開

始
に
伴
い
工
事
関
係
車
両
等
の
通

行
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
隣
の
皆

さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
交
通
事
故
等

に
は
十
分
注
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
第
２
期
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
設
豚
舎
の

移
転
完
了
後
、
平
成
　
年
度
か
ら

２４

本
格
的
造
成
工
事
に
着
手
予
定
で

す
。
　
ま
た
誘
致
企
業
に
つ
い
て
は
誘

致
活
動
を
鋭
意
推
進
中
で
す
が
、

現
段
階
で
は
未
定
で
す
。

町
道
３
倆
１
０
２
、
３
倆
１
０

４
、
３
倆
１
０
５
号
線
の
農
道

舗
装
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　（
矢
島
地
区
）

申
請
か
ら
　
年
経
過
し
て
い

１０

ま
す
。
道
路
整
備
は
基
本
的

に
は
地
区
間
、
生
活
道
路
を
中
心

に
し
て
き
ま
し
た
。
耕
作
放
棄
地

を
出
さ
な
い
た
め
に
も
整
備
は
進

め
た
い
の
で
す
が
、
多
額
の
費
用

を
必
要
と
す
る
道
路
は
、
一
度
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

生
活
道
路
の
舗
装
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
    （
矢
島
地
区
）

小
・
中
学
校
の
通
学
道
路
に
つ

い
て
は
幅
員
増
を
伴
わ
な
い

舗
装
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
他
道
路
改
良
要
望
も
あ
り
ま

す
の
で
、
道
路
改
良
を
実
施
す
る

最
低
基
準
で
あ
る
道
路
幅
員
４
丿

で
地
権
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
事
業

化
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

通
学
道
路
の
舗
装
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
    （
矢
島
地
区
）

路
面
表
示
や
視
線
誘
導
の

ポ
ー
ル
設
置
を
行
い
、
道
路
が

狭
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

よ
う
な
工
夫
を
考
え
ま
す
。
な
お
、

登
下
校
時
の
通
行
に
つ
い
て
は
、

学
校
安
全
主
任
に
よ
る
安
全
教
育

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
通
学
班
で
は
、
最
前
列
に
班
長
、

最
後
列
に
副
班
長
が
つ
い
て
、
は

ＮＰＯから見た

町政地区別懇談会

　
地
域
か
ら
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
各
地
区
に
町
長
や
担
当
課
長
ら
が
出
向
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、

町
政
に
反
映
す
る
「
町
政
地
区
別
懇
談
会
」。
６
月
号
、
７
月
号
と
続
け
て
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
終
回
の
今
月
号
は
、

川
俣
・
須
賀
・
大
輪
・
入
ケ
谷
・
矢
島
・
大
佐
貫
・
斗
合
田
の
各
地
区
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
国
道
１
２
２
号
の
拡
幅
工
事
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
予
定
」「
残
土
廃
棄
物
、
置
き
場
の
規
制
」「
明
和
第
３
工
業
団
地
」
な
ど
各
テ
ー
マ
に
対
す
る
担
当
課
長
か
ら
の

回
答
説
明
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
内
容
は
簡
略
化
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
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地
域
づ
く
り
に
知
恵
を
出
し
合
ううううううううううううううううううううう
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（３）広報めいわ　平成２２年８月１０日

み
出
さ
な
い
・
喋
ら
な
い
・
後
ろ

を
向
か
な
い
・
ふ
ざ
け
あ
わ
な
い
・

決
め
ら
れ
た
通
学
道
路
上
を
歩

く
・
危
険
な
所
は
注
意
す
る
こ
と

な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
す
。　

子
育
て
支
援
室
が
１
つ
減
っ

た
為
、
支
援
活
動
に
影
響
が

で
て
い
る
こ
と
へ
の
今
後
の
対
策

状
況
に
つ
い
て
　
　（
矢
島
地
区
）

３
歳
児
が
増
え
た
の
で
部
屋

を
、
１
部
屋
か
ら
２
部
屋
に

増
や
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
３
２
４
人
の
園
児
を
預

か
っ
て
い
ま
す
。
増
築
お
よ
び
保

育
士
の
増
員
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
最
優

先
に
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
環
境
整
備
で
は
園
庭

の
芝
生
化
が
ほ
ぼ
完
成
、

木
陰
も
欲
し
い
の
で
植

樹
を
し
ま
す
。

町
道
　
号
線
道
路
安

１４

全
施
設
設
置
工
事
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
　

　
　
　
 （
大
佐
貫
地
区
）

こ
の
道
路
は
平
成
　２１

年
度
に
事
業
化
さ
れ
、

昨
年
度
は
測
量
・
設
計
・

境
界
確
定
等
の
作
業
と

関
係
者
説
明
会
の
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
度
は

一
部
土
地
買
収
と
工
事

着
手
の
予
定
で
す
。
な

お
、
完
成
ま
で
は
多
額
の

予
算
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
複
数

年
か
け
て
の
施
工
と
な
り
ま
す
。

町
道
３
倆
１
７
０
号
線
道
路
改

良
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
  （
大
佐
貫
地
区
）

こ
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
平

成
　
年
度
事
業
化
さ
れ
、
昨

２１

年
度
は
測
量
・
設
計
・
境
界
確
定

作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
着
工
は

下
水
道
工
事
終
了
後
に
な
る
の
で
、

今
年
度
の
工
事
は
予
定
し
て
い
ま

せ
ん
。　
　

平
成
　
年
度
大
佐
貫
地
区
の
下

２２

水
道
工
事
予
定
と
現
在
の
接
続

状
況
に
つ
い
て
　
 （
大
佐
貫
地
区
）

平
成
　
年
度
末
　
舒
の
整
備

２１

３２

率
、　

舒
の
接
続
率
で
す
。

６６

　
今
年
度
は
国
道
東
側
で
残
っ
て

い
る
部
分
と
大
佐
貫
信
号
か
ら
西

の
県
道
に
幹
線
 管
渠
 工
事
を
実
施

か
ん
き
ょ

し
ま
す
。
平
成
　
年
度
は
国
道
西

２３

側
、
平
成
　
年
度
大
幸
化
成
周
辺
、

２４

平
成
　
年
度
終
了
予
定
で
す
。

２５排
水
溝
の
 蓋
 の
設
置
の
要
望

ふ

た

に
つ
い
て
　
　
 （
大
輪
地
区
）

大
輪
地
区
の
当
該
排
水
溝
は

蓋
が
付
け
ら
れ
る
構
造
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
仮
に
蓋
を
付

け
る
と
、
掘
り
ざ
ら
い
時
の
作
業

が
困
難
に
な
る
等
、
管
理
上
の
デ

メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
ま
す
。

　
排
水
溝
へ
の
転
落
防
止
対
策
と

し
て
は
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
ネ
ッ

ト
フ
ェ
ン
ス
等
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
早
期
の
設
置
は
難
し
い
で
す
。

　
ま
た
他
に
危
険
な
個
所
が
あ
る

場
合
は
速
や
か
に
対
応
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

残
土
・
産
業
廃
棄
物
置
き
場
に

つ
い
て
　
　
　
 （
大
輪
地
区
）

当
該
置
き
場
は
平
成
　
年
　

１０

１０

月
　
日
に
転
用
許
可
済
み
の

１６

も
の
で
、
当
時
は
駐
車
場
・
資
材

置
き
場
（
約
　
豫
）
と
し
て
の
申

３０

請
で
し
た
。
当
該
地
は
現
地
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
土
砂
で
あ
る
と

判
断
し
ま
し
た
。
敷
地
の
適
正
管

理
に
つ
い
て
は
、
今
後
関
係
者
に

お
願
い
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
が
増
え

て
く
る
と
困
る
た
め
、
残
土
条
例

な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

夜
間
に
発
生
す
る
家
畜
の
悪

臭
対
策
と
指
導
に
つ
い
て

（
入
ケ
谷
地
区
）

２
月
に
同
様
の
ク
レ
ー
ム
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
県
東
部

環
境
事
務
所
と
合
同
で
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
付
近
の
養
豚
場
２
か
所
に
異
常

は
な
く
、
堆
肥
置
き
場
も
適
切
で

し
た
が
、
原
因
究
明
に
更
な
る
努

力
を
い
た
し
ま
す
。
　
　

野
良
猫
対
策
・
駆
除
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
 （
入
ケ
谷
地
区
）

最
近
、
町
で
は
野
良
猫
が
増

え
て
お
り
、
野
犬
は
狂
犬
病

予
防
法
、
県
条
例
に
よ
り
捕
獲
可

能
で
す
が
、
猫
は
法
的
根
拠
が
な

く
捕
獲
で
き
ま
せ
ん
。

　
捕
獲
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

町
よ
り
捕
獲
器
を
借
り
て
猫
を
捕

獲
し
、
区
長
が
飼
い
主
の
有
無
を

確
認
後
、
所
定
の
手
続
き
を
取
り

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
に
て
処
分

し
て
も
ら
う
手
段
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
進
捗
状
況
お

よ
び
入
ケ
谷
地
区
の
対
応
に

つ
い
て
　
　
　
　
（
入
ケ
谷
地
区
）

入
ケ
谷
地
区
は
、
全
体
の
事

業
計
画
に
は
位
置
づ
け
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
事
業
認
可
区
域
に

は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
平
成
　26

年
頃
に
は
見
直
し
の
予
定
で
す
。

国
道
１
２
２
号
の
拡
幅
工
事

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定

に
つ
い
て
　
　
　
　（
川
俣
地
区
）

昭
和
橋
か
ら
西
小
学
校
交
差

点
ま
で
の
区
間
（
橋
部
分
６
５

６
丿
、
道
路
部
分
６
７
４
丿
）
は

平
成
　
年
事
業
着
手
、
平
成
　
年

１０

２６

度
完
工
予
定
で
、
総
事
業
費
群
馬

県
予
算
　
億
円
で
す
。
平
成
　
年

７２

２１

度
迄
で
　
舒
の
進
捗
に
な
り
。
今

６１

年
度
は
昭
和
橋
の
橋
脚
工
事
、
未

買
収
用
地
の
買
収
補
償
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
西
小
学
校
交
差
点
～
国
道
３
５

４
号
「
国
道
１
２
２
号
館
林
・
明

和
バ
イ
パ
ス
」
総
延
長
３
６
３
０

丿
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
説
明
会

を
３
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
総
事

業
費
は
工
事
・
用
地
買
収
費
合
わ

せ
て
約
　
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま

６５

す
。
平
成
　
度
着
手
よ
り
約
　
年

２１

１０

間
で
完
成
予
定
で
す
。
今
年
度
は

橋
梁
、
道
路
の
詳
細
設
計
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

ＮＰＯから見た町政地区別懇談会

Ａ

土砂の山（大輪地区）

橋脚工事中の昭和橋
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（４）

○
 よ
り
多
く
の
住
民
参
加
を
目

指
し
て

　
会
場
に
よ
り
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
各
会
場
と
も
住
民
参

加
者
は
お
し
な
べ
て
少
数
で
あ

り
、 
そ
の
参
加
者
の
内
訳
も
男
性

や
高
齢
者
に
偏
在
し
が
ち
で
、
地

区
役
員
の
か
た
が
た
で
大
半
が
占

め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
地
区
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。　
　
　
　
　

　
こ
れ
か
ら
は
、
女
性
や
若
年
層

も
含
め
た
よ
り
多
く
の
住
民
の
参

加
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
実
施
時

期
や
実
施
時
間
帯
の
選
定
に
つ
い

て
見
直
し
た
り
、
よ
り
魅
力
の
あ

る
懇
談
会
の
在
り
方
や
そ
の
効
果

的
な
運
営
方
法
を
求
め
て
創
意
・

工
夫
を
施
し
た
り
し
て
い
く
べ
き

と
思
い
ま
す
。 
             

○
 事
前
に
懇
談
テ
ー
マ
の
練
り

上
げ
を

　
地
区
ご
と
の
懇
談
テ
ー
マ
が
事

前
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
質
問

や
意
見
・
要
望
な
ど
が
散
発
的
で

あ
り
、
議
論
の
深
ま
り
も
あ
ま
り

見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
印
象
が

残
り
ま
し
た
。
質
問
や
意
見
な
ど

を
整
理
し
て
箇
条
書
き
に
し
た
り
、

質
問
者
を
人
選
し
た
り
し
て
お
く

な
ど
、
住
民
側
は
事
前
の
準
備
を

十
分
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
普
段
か
ら
区
長
さ
ん
を
始
め
、

地
区
役
員
の
か
た
が
た
が
中
心
と

な
り
、
該
当
地
区
の
問
題
や
課
題
 

な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
と
そ

の
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
地
区

住
民
に
よ
る
そ
れ
ら
の
情
報
の
共

有
を
と
お
し
て
懇
談
テ
ー
マ
と
し

て
事
前
に
練
り
上
げ
て
お
く
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

○
 よ
り
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を

    町
長
と
町
担
当
者
に
よ
る
説
明

や
回
答
で
は
、
よ
り
平
易
な
分
か

り
易
い
言
葉
で
行
わ
れ
て
い
た
部

分
が
あ
っ
た
反
面
、
専
門
用
語
や

行
政
上
の
言
い
回
し
な
ど
を
使
っ

て
の
や
や
難
解
な
表
現
部
分
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
政
の
概
要

説
明
は
静
止
画
面
上
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
強
調
し
た
り
詳
細

に
説
明
し
た
り
す
る
場
面
で
は
、

部
分
的
に
画
面
の
移
動
・
拡
大
の

操
作
技
法
を
取
り
入
れ
、
よ
り
効

果
的
に
表
現
す
る
工
夫
が
あ
っ
て

も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
 
   　
　

○
 質
問
や
意
見
・
要
望
な
ど
が
出

や
す
い
会
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
を

　
会
場
の
セ
ッ
テ
イ
ン
グ
が
町
側

の
説
明
担
当
者
と
地
区
住
民
が
向

き
合
っ
た
対
面
形
式
で
あ
り
、
ま
 

た
、
中
央
の
フ
ロ
ア
に
座
っ
た
地

区
住
民
を
控
え
の
町
職
員
と
町
会

議
員
さ
ん
た
ち
が
両
サ
イ
ド
か
ら

挟
む
と
い
う
全
体
的
な
位
置
取
り

で
し
た
。
そ
の
た
め
に
会
場
全
体

の
雰
囲
気
が
よ
り
フ
ォ
ー
マ
ル
な

硬
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ

の
こ
と
も
地
区
住
民
か
ら
の
質
問

や
意
見
な
ど
が
出
に
く
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
一
因
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
 
          

　
今
後
は
参
加
者
全
員
が
フ
ロ
ア

に
“
車
座
”
に
な
っ
て
座
り
、
よ

り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
た
り
、
ま
た
、
参
加
者
全

員
が
“
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
”
と
い
う

服
装
を
心
が
け
、“
裃
”
を
脱
い
で

話
し
合
う
と
い
う
意
図
的
な
雰
囲

気
づ
く
り
な
ど
も
改
善
の
た
め
の

一
方
策
と
し
て
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

○
 ご
質
問
や
ご
意
見
、
ご
要
望
を

　“
Ｎ
Ｐ
Ｏ
め
い
わ
”
で
は
、
「
町

政
地
区
別
懇
談
会
」
の
在
り
方
や

運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
町
民

の
 皆
さ
ん
の
ご
質
問
や
ご
意
見
、

ご
要
望
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　〈
例
〉：
「
我
が
家
に
は
小
さ
い

子
ど
も
が
い
て
、
そ
の
子
ど
も
を

家
に
残
し
た
ま
ま
、
夜
の
懇
談
会

に
参
加
す
る
の
は
難
し
い
で
す
。

是
非
、
休
日
に
、
出
来
れ
ば
昼
間

の
開
催
を
検
討
し
て
欲
し
い
で

す
。
」
：「
農
繁
期
を
避
け
る
な
ど
、

開
催
時
期
の
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
。
」

　
な
お
、
懇
談
会
で
扱
っ
た
事
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
積

極
的
に
取
材
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　－町政地区別

　　　　懇談会を

　　　　　　取材して－ 

ＮＰＯ EYES

住民がより発言しやすい雰囲気づくりを

　６・７月号の２回にわたり、地区別懇談会を取材

しての感想や印象を掲載してきました。

　今月号では、“ＮＰ０めいわ”による総括として

その全体的なまとめを特集しました。

　本町では、住民が主役となった協働のまちづく

りに取り組んでいるところですが、その一環とし

ての地区別懇談会に課された意義と役割は、今後

ますますクローズアップされていくと考えます。

　ここに掲載しましたいくつかのささやかな提案

が、懇談会の今後の在り方や運営にかかわる諸問

題の解決を目指し、不断に改善を行っていくため

の手がかりになれば幸いです。



（５）広報めいわ　平成２２年８月１０日

ZOOM UP人人

　
東
小
学
校
か
ら
明
和
中
学
校
へ

進
み
、
成
長
と
と
も
に
技
術
も
向

上
、
練
習
の
甲
斐
あ
っ
て
、
中
学

校
３
年
生
の
時
に
は
、
邑
楽
郡
の

剣
道
大
会
で
個
人
優
勝
を
し
ま
し

た
。

　
平
成
　
年
太
田
市
立
商
業
高
等

２０

学
校
へ
進
学
、
２
年
生
の
と
き
群

馬
県
高
等
学
校
対
抗
剣
道
選
手
権

お
よ
び
群
馬
県
高
等
学
校
学
年
別

剣
道
大
会
で
個
人
優
勝
、
名
実
と

と
も
に
県
内
高
校
生
上
位
を
確
保

し
、
群
馬
県
代
表
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
４
月
　
日
に
は
、
大

２１

２９

阪
市
立
中
央
体
育
館
で
行
わ
れ
た

第
　
回
全
日
本
都
道
府
県
別
対
抗

５８
優
勝
大
会
に
先
鋒
と
し
て
出
場
し
、

全
国
大
会
の
壁
の
厚
さ
を
経
験
し

ま
し
た
。
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、

さ
ら
な
る
目
標
に
向
か
っ

て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
５
月
　
日
、
亮
介
く
ん

２６

と
父
親
が
恩
田
町
長
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
剣
道
と
出
会
っ
た
話
や
、

日
々
の
練
習
・
各
大
会
・

選
手
権
の
話
を
す
る
中
、

昨
年
の
大
阪
大
会
で
不
本

意
な
結
果
に
な
っ
た
話
に

な
る
と
緊
張
し
た
様
子
で

し
た
が
、
町
長
の
ゼ
ス

チ
ャ
ー
を
交
え
た
、
に
こ

や
か
な
温
か
い
激
励
の
言

葉
に
顔
も
ほ
こ
ろ
ん
で
い

ま
し
た
。

　
放
課
後
約
２
時
間
、
剣
道
の
練

習
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
男
子
は
黒
、
女
子
は
白
の
剣
道

衣
に
防
具
の
い
で
た
ち
で
、
腹
か

ら
絞
り
出
す
よ
う
な
声
を
張
り
上

げ
、
床
を
蹴
っ
て
の
実
戦
さ
な
が

ら
の
特
訓
に
は
、
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
々
の
特
訓
が
実
り
、
６

月
　
日
・
　

日
の
両
日
、
高
崎
で

１９

２０

開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
選
手

権
で
準
優
勝
し
国
体
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　
太
田
商
業
高
校
の
守
屋
秀
昭
先

生
に
お
会
い
し
、
亮
介
く
ん
に
つ

い
て
の
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
亮
介
く
ん
は
大
将
格
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
太
田
商
業
高
校

は
、
昔
か
ら
剣
道
の
盛
ん
な
と
こ

ろ
で
、
指
導
す
る
先
生
が
た
も
多

く
、
生
徒
た
ち
も
恵
ま
れ
た
環
境

に
あ
り
ま
す
。
亮
介
く
ん
は
部
員

と
の
仲
も
良
く
、
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
す
る

場
面
も
見
ら
れ
、
先

生
の
良
き
片
腕
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
亮
介
く
ん
の
将
来

の
目
標
を
聞
く
と

「
５
歳
の
と
き
館
林

赤
羽
剣
友
会
に
入
門

し
て
か
ら
、
試
合
を

重
ね
る
ご
と
に
剣
道

の
道
へ
と
、
の
め
り
込
ん
で
い
き

ま
し
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
苦
し

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
辛
抱

し
た
甲
斐
あ
っ
て
、
選
手
権
へ
の

出
場
も
回
を
か
さ
ね
て
い
ま
す
。

将
来
は
全
日
本
選
手
権
、
世
界
選

手
権
へ
の
出
場
が
夢
で
す
」
と
、

目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

国体選国体選手手

高校生剣士 篠原亮介く　高校生剣士　篠原亮介くんん

　
篠
原
亮
介
く
ん
は
、
明
和
町
下
江
黒

に
誕
生
し
、
５
歳
の
と
き
剣
道
教
士
の

称
号
を
も
つ
三
ッ
森
恵
一
先
生
と
の

出
会
い
か
ら
、
北
辰
一
刀
流
の
な
が
れ

を
く
む
館
林
赤
羽
剣
友
会
へ
入
門
、

小
・
中
・
高
校
と
剣
道
一
筋
に
精
進
を

重
ね
、
昨
年
は
県
代
表
と
し
て
全
国
大

会
に
出
場
、
今
年
は
国
体
選
手
と
し
て

も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
「
将
来
は
、
全
日
本
選
手
権
・
世
界
選

手
権
出
場
が
夢
で
す
」
と
語
る
、
身
長

１
８
０
セ
ン
チ
の
礼
儀
正
し
く
、
心
や

さ
し
い
高
校
３
年
生
で
す
。

　父親と町長を訪問、話をする亮介くん

太田市商高校体育館での練習



（６）

 地域情報

 夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏のののののののののの伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝統統統統統統統統統統芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸夏の伝統芸能能能能能能能能能能能
““““““““““ささささささささささささささささささささらららららららららら舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞いいいいいいいいいい””””””””””““““““““““里里里里里里里里里里神神神神神神神神神神楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽　　“ささら舞い”“里神楽”””””””””””

　夏祭り、古くは江戸時代から受け継がれ

てきた、下江黒・斗合田・江口のささら舞

いや大輪の里神楽・大佐貫の獅子舞い・中

谷の山車が五穀豊穣、天下泰平を祈り地域

の神社に奉納されました。

　町の風光明媚な風景と共に、いつまでも

後世に残しておきたい伝統芸能です。
江江口口

斗合斗合田田

大大輪輪

下江下江黒黒下江下江黒黒

斗合斗合田田

中中谷谷

大佐大佐貫貫

斗合斗合田田

下江下江黒黒
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明
和
消
防
団
に
よ
る
第
　
回
ポ

３０

ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
７
月
４
日
、

出
場
選
手
や
関
係
者
、
婦
人
消
防

隊
、
町
関
係
者
が
出
席
し
、
役
場

駐
車
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
競
技
会
は
１
隊
５
人
に
よ
る
競

技
で
、
自
動
車
ポ
ン
プ
を
操
り
放

水
す
る
ま
で
の
速
さ
や
動
作
の
機

敏
さ
、
安
全
管
理
な
ど
を
競
う
も

の
で
す
。

　
出
場
選
手
や
関
係
者
は
、
大
会

に
向
け
自
分
の
仕
事
が
終
わ
っ
た

後
や
日
曜
日
の
早
朝
に
集
ま
り
、

２
か
月
間
訓
練
を
重
ね
技
術
を
磨

い
て
き
ま
し
た
。
結
果
、
自
動
車

ポ
ン
プ
操
法
競
技
の
部
に
６
チ
ー

ム
　
人
が
出
場
し
、
第
３
分
団
第

３６
１
班
（
早
川
和
範
分
団
長
）
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
早
川
さ
ん
は
、「
う

れ
し
い
、
の
一
言
で
す
。
家
族
の

協
力
の
お
蔭
で
優
勝
を
奪
還
出
来

ま
し
た
。
団
員
　
人
が
心
を
一
つ

１５

に
し
、
４
月
よ
り
毎
週
月
曜
、
水

曜
、
金
曜
の
夜
、
日
曜
の
朝
と
繰

り
返
し
自
主
練
習
を
し
て
き
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
第
３
分
団
第
１
班
は
、

県
大
会
の
予
選
と
な
る
、
館
林
地

区
消
防
組
合
競
技
大
会
で
も
強
豪

を
押
さ
え
て
優
勝
を
飾
り
群
馬
県

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。　
　
　
　
　
 （
敬
称
略
）

団
体
優
勝
　
　
第
３
分
団
第
１
班

・
指
揮
者
　
早
川
和
範

・
１
番
員
　
田
口
　
忍

・
２
番
員
　
荒
井
信
行

・
３
番
員
　
石
川
享
良

・
４
番
員
　
薗
田
明
浩

　
　
補
欠
　
内
村
正
樹

準
優
勝
　
第
１
分
団
第
１
班

・
指
揮
者
　
大
川
友
矢

・
１
番
員
　
石
橋
純
一

・
２
番
員
　
江
森
大
介

・
３
番
員
　
今
井
基
行

・
４
番
員
　
大
野
貴
裕

　
　
補
欠
　
増
田
　
正

第
３
位
　
第
２
分
団
第
２
班

・
指
揮
者
　
太
田
雅
仁

・
１
番
員
　
神
谷
晃
一

・
２
番
員
　
立
木
将
宏

・
３
番
員
　
高
野
謙
太
郎

・
４
番
員
　
清
水
明
雄

　
　
補
欠
　
堀
口
雅
之

優
秀
個
人
賞

・
指
揮
者
　
早
川
和
範

・
１
番
員
　
神
谷
晃
一

・
２
番
員
　
江
森
大
介

・
３
番
員
　
石
川
享
良

・
４
番
員
　
大
野
貴
裕

  
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

         訓
練
を
重
ね
て
き
た
成
果
を
披
露

競技スタート前の緊張

優勝の第３分団第１班の皆さん準優勝の第１分団第１班の皆さん優秀個人賞の皆さん



（８）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

　
第
　
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が

２２

７
月
　
日
に
執
行
さ
れ
、
本
町
で
は
７

１１

か
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
町
の
投
票
率
は
、　

・
　
％

６８

６３

で
郡
内
で
は
１
位
、
県
内
で
は
８
位
で

し
た
。

　
開
票
の
結
果
、
群
馬
県
選
挙
区
選
出

議
員
選
挙
は
、
中
曽
根
弘
文
さ
ん
が
当

選
し
ま
し
た
。

　
本
町
で
の
得
票
数
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　（
届
出
順
）

　
群
馬
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

候
補
者
別
得
票
数

中
曽
根
弘
文
（
自
由
民
主
党
現
）

　
　
　
　
　
　
　
　
３
，
８
３
７
票

富
岡
由
紀
夫
（
民
主
党
現
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
８
６
５
票

店
橋
世
津
子
（
日
本
共
産
党
新
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
５
票

有
効
投
票
数
　
　
　
６
，
１
８
７
票

無
効
投
票
数
　
　
　
　
　
２
４
０
票

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

名
簿
届
出
政
党
等
の
得
票
数
（
名
簿

登
載
者
の
得
票
数
含
む
）

猿
幸
福
実
現
党
　
　
　
　
　
　
　
票
１７

猿
み
ん
な
の
党
   　
　
　
９
３
８
票

猿
民
主
党
   　
　
　
１
，
６
０
５
票

猿
女
性
党
　
　
　
　
　
　
　
　
　
票
４０

猿
自
由
民
主
党
　
　
１
，
７
３
９
票

猿
新
党
改
革
　
　
　
　
　
　
　
　
票
９７

猿
社
会
民
主
党
　
　
　
　
２
９
８
票

猿
た
ち
あ
が
れ
日
本
　
　
　
　
　
票
９５

猿
日
本
創
新
党
　
　
　
　
　
　
　
票
２９

猿
国
民
新
党
　
　
　
　
　
１
１
３
票

猿
公
明
党
　
　
　
　
　
　
９
４
９
票

猿
日
本
共
産
党
　
　
　
　
２
１
９
票

有
効
投
票
数
　
　
　
６
，
１
３
９
票

無
効
投
票
数
　
　
　
　
　
２
９
２
票

※
名
簿
登
載
者
の
得
票
数
等
に
つ
い

て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
合
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
す

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
総
合
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時
  ８
月
　
日
　
　
午
前
８

２９

（日）

時
■
場
所
   明
和
中
学
校
校
庭

■
内
容
   非
常
招
集
訓
練
、
情
報

収
集
訓
練
、
県
防
災
航
空
隊
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
高
層
建

物
救
出
救
助
訓
練
、
有
毒
ガ
ス

対
応
訓
練
、
水
災
防
ぎ
ょ
訓
練

等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

※
皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
ご
見
学
く
だ
さ

い
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
内

線
２
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

投票率（％）
投票者数
（人）

当日有権者数
（人）

行政区投票区

６６．１７　３５６　５３８
斗合田

下江黒
１

６０．４３１，１２７１，８６５

上江黒

千津井

江　口

田　島

２

５２．６７１，８１４３，４４４

新　里

中　谷

梅　原

３

５３．７６　５０８　９４５南大島４

６５．１４　４４１　６７７大　輪５

６２．００　４３４　７００
川　俣

須　賀
６

５７．０４　６８５１，２０１

入ケ谷

矢　島

大佐貫

７

５７．２６５，３６５９，３７０投票所計

１１．３８１，０６６期日前投票所

６８．６３６，４３１９，３７０総合計

■参議院群馬県選挙区選出議員投票区別投票者数および投票率

選挙啓発運動を行う選挙管理委員

本
町
で
の
候
補
者
別
得
票
数
な
ど
　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果

　
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）　
　
内
線
２
１
２



（９）広報めいわ　平成２２年８月１０日

明和町のオリジナルキャラクター

「メイちゃん」です。これから色々

な場面に登場します。よろしくお

願いします。

　
月
１
日
は

１０    国
勢
調
査

  国
勢
調
査
は
、「
統
計
法
｣
に
基

づ
き
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
国

の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の

人
お
よ
び
世
帯
が
対
象
で
す
。

　
平
成
　
年
国
勢
調
査
は
、
我
が

２２

国
が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会

と
な
っ
て
実
施
す
る
最
初
の
国

勢
調
査
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え

る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
最
新
の
人
口
・
世
帯
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査
で

す
。
調
査
の
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
法
令
で
使
わ
れ
る
ほ
か
、
社
会

福
祉
、
雇
用
対
策
、
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の

た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
世

帯
を
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。　
　

【
嘱
託
員
募
集
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介
護
支
援

専
門
員
）

□
募
集
人
数
　
１
人

□
応
募
資
格
　
介
護
支
援
専
門
員
の
資

格
を
有
す
る
か
た

□
職
務
内
容
　
総
合
相
談
支
援
や
ケ
ア

プ
ラ
ン
作
成
業
務
等

□
報
酬
　
月
額
　
万
円
以
内

２０

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
・
面
接
に
よ

り
採
用
者
を
決
定

□
応
募
方
法
　
事
前
連
絡
後
、
履
歴
書

（
市
販
の
物
）・
資
格
を
確
認
で
き
る

書
類
を
提
出

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

３１

（火）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ
直
接

申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
（
内
線

１
２
２
）
へ
。　

【
臨
時
職
員
募
集
】
　

①
図
書
事
務

□
募
集
人
数
　
１
人

□
雇
用
期
間
  　
月
か
ら
６
か
月
間（
６

１０

か
月
延
長
可
）

□
時
給
　
８
０
０
円

□
応
募
資
格
　
　
歳
以
下
、
図
書
館
司

５８

書
お
よ
び
司
書
教
諭
の
資
格
を
有
す

る
か
た
を
優
先

□
内
容
　
図
書
貸
出
事
務
全
般

□
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

４
時
　
分
、
１
日
６
時
間
、
週
　
時

３０

２４

間
（
変
則
勤
務
が
あ
り
ま
す
）

□
勤
務
場
所
　
明
和
中
学
校

②
運
転
手

□
募
集
人
数
　
若
干
名

□
雇
用
期
間
  　
月
か
ら
６
か
月
間（
６

１０

か
月
延
長
可
）

□
日
給
　
９
０
０
０
円

□
応
募
資
格
　
　
歳
以
下
、
大
型
自
動

６３

車
免
許
所
有

□
内
容
　
園
児
の
送
迎
バ
ス
運
転
お
よ

び
こ
ど
も
園
雑
務

□
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
　
分
～
午
前

５０

　
時
　
分
、
午
後
１
時
　
分
～
午
後

１０

５０

２０

５
時
　
分
、
月
７
日
間
程
度

２０

□
勤
務
場
所
　
こ
ど
も
園

③
保
育
士

□
募
集
人
数
　
若
干
名

□
雇
用
期
間
  　
月
か
ら
６
か
月
間（
６

１０

か
月
延
長
可
）

□
時
給
　
９
３
０
円

□
応
募
資
格
　
　
歳
以
下
、
保
育
士
・

５５

幼
稚
園
教
諭
両
方
の
免
許

□
内
容
　
保
育
（
教
育
全
般
）

□
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
　
分
～
午
後

３０

６
時
　
分
（
変
動
勤
務
あ
り
）

３０

□
勤
務
場
所
　
こ
ど
も
園

④
調
理
人

□
募
集
人
数
　
若
干
名

□
雇
用
期
間
  　
月
か
ら
６
か
月
間（
６

１０

か
月
延
長
可
）

□
時
給
　
９
０
０
円

□
応
募
資
格
　
　
歳
以
下
、
普
通
自
動

５０

車
免
許
所
有

□
内
容
　
学
校
給
食
調
理

□
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
　
分
～
午
後

３０

４
時
　
分
（
変
則
勤
務
が
あ
り
ま
す
）

１５

□
勤
務
場
所
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

※
①
②
③
④
共
通
事
項

□
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
「
臨

時
職
員
申
込
」
と
明
記
し
、
学
校
教

育
課
へ
提
出

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接
（
面

接
に
つ
い
て
は
、
申
込
受
付
後
、
面
接

日
時
を
ご
連
絡
し
ま
す
）

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　

１０

（金）

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（
山
　
・
８４

３
１
１
５
）
へ
。

町
内
巡
回
バ
ス
の
運
転
手

□
募
集
人
数
　
２
人

□
雇
用
期
間
  　
月
か
ら
６
か
月
間
（
６

１０

か
月
延
長
可
）

□
時
給
　
１
０
０
０
円

□
応
募
資
格
　
　
歳
以
下
、
大
型
自
動

６３

車
免
許
所
有
者

□
内
容
  町
内
施
設
送
迎
バ
ス
運
転
手
他

□
勤
務
時
間
　
１
日
７
時
間

□
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
「
臨

時
職
員
申
込
」
と
明
記
し
、
住
民
福

祉
課
へ
提
出

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接
（
面

接
に
つ
い
て
は
、
申
込
受
付
後
、
面
接

日
時
を
ご
連
絡
し
ま
す
）

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　

１０

（金）

※
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
（
内
線
１

４
４
）
へ
。

嘱
託
員
・
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
健
康
づ
く
り
課
　
内
線
１
２
２
、　
学
校
教
育
課
　
山
　
・
３
１
１
５
、　
住
民
福
祉
課
　
内
線
１
４
４
　

８４

　
企
画
財
政
課
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２



（１０）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

追
加
実
施
決
定

　
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
子
宮
頚
が
ん
は
、　

～
　
歳
代
女

２０

３０

性
に
増
え
て
い
ま
す
。
早
け
れ
ば
、

簡
単
な
手
術
で
治
り
ま
す
。
子
宮

を
全
摘
し
な
く
て
も
す
み
ま
す
の

で
、
そ
の
後
、
赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
、
女
性
の
発
症
率
が
一

番
高
く
、　

人
に
１
人
が
乳
が
ん
に

２０

な
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
　
月
　
日
　
受
付
　
午

１０

１９

（火）

後
１
時
～
午
後
２
時

■
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

・
子
宮
が
ん
検
診
　
　
　
歳
以
上
　

２０

・
乳
腺
甲
状
腺
検
診
　
　
歳
以
上

４０

■
料
金

・
子
宮
が
ん
検
診
　
　
５
０
０
円

・
乳
腺
甲
状
腺
検
診
　
８
０
０
円
　

※
ク
ー
ポ
ン
券
が
出
て
い
る
か
た
は
、
無
料

■
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　
（
先
着

３０

（木）

　
人
）

６０
■
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

電
話
ま
た
は
直
接
申
し
こ
む

※
　
月
　
日
に
ど
う
し
て
も
受
け
ら

１０

１９

れ
な
い
か
た
は
、子
宮
が
ん
検
診
の

み
指
定
医
療
機
関
で
個
別
に
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、健
康
づ
く
り
課（
内
線

１
２
２
）へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
労
使
教
育
委
員
会
（
経
済
建
設
課
）　
　
　
内
線
１
５
３

　
明
和
町
労
使
教
育
委
員
会
で
は
、
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
ツ
ア
ー
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
９
月
　
日
　

２６

（日）

□
場
所
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

□
対
象
　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
労

働
者
・
使
用
者
と
そ
の
家
族
（
中
学

生
以
下
父
兄
同
伴
）

□
参
加
費
　

・
４
歳
～
小
学
生
　
１
人
３
０
０
０
円

・
中
学
生
以
上
　
　
１
人
５
０
０
０
円

※
参
加
費
に
は
１
日
間
フ
リ
ー
パ
ス

ポ
ー
ト
代
が
含
ま
れ
ま
す
。

□
募
集
人
数
　
　
人
８０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
を
行
い
ま
す
。

□
申
込
期
間
　
８
月
　
日
　
～
　
日
　

２０

（金）

３１

（火）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
申
込
方
法
　
労
使
教
育
委
員
会
事
務

局
（
経
済
建
設
課
内
）
へ
直
接
申
し
込

む
※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
出
来
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
抽
選
日
　
９
月
６
日
　
　
午
前
　
時

（月）

１０

役
場
第
６
会
議
室
（
２
階
）

※
詳
し
く
は
、
労
使
教
育
委
員
会
事
務

局
（
経
済
建
設
課
内
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　
旅
券
事
務
の
一
部
が
県
か
ら
町
へ
権

限
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
明
和
町

に
お
住
ま
い
の
か
た
は
、　

月
１
日
　

１０

（金）

か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
の
窓

口
が
役
場
に
変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、
９
月
　
日
　
ま
で
に
県
の
パ

３０

（木）

ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
申
請
さ
れ
た
か

た
は
、
申
請
場
所
で
の
交
付
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
に
つ
い

て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
広
報
め
い
わ
９

月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
住
民
福
祉
課
　
　
　
　
　
内
線
１
４
２

　
月
１
日
～
 パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
窓
口
が
役
場
に
変
わ
り
ま
す

１０

　
税
務
課
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
１
４

　
年
度
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

２２
①
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

　
限
度
額
は
医
療
分
が
　
万
円
か
ら
　

４７

５０

万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
　１２

万
円
か
ら
　
万
円
に
引
き
上
げ
。

１３

②
低
所
得
者
の
軽
減
の
拡
大

　
軽
減
対
象
世
帯
は
、
6
割
軽
減
が
７

割
軽
減
に
、
４
割
軽
減
が
５
割
軽
減
に
。

新
た
に
２
割
軽
減
が
追
加
さ
れ
、
均
等

割
と
平
等
割
の
軽
減
が
拡
大
。

③
特
例
対
象
被
保
険
者
等
の
軽
減

　
特
例
対
象
被
保
険
者
等
に
つ
い
て
は
、

５
月
号
の
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
軽

減
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

④
旧
被
扶
養
者
の
減
免
期
間
の
延
長

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
。



（１１）広報めいわ　平成２２年８月１０日

◎メール配信＠めいわ
携帯電話やパソコンのメール機能を利用し

た、防犯・防災・緊急・町の情報の配信を行っ

ています。登録は町ホームページ、または、

右のＱＲコードから。

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

　現在失われつつある夢や希望を子どもたち

に感じ取ってもらい、青少年の健全育成・い

じめのない町づくりに役立てることを目的に

次の日程で公開練習を行います。

「　　空ペットボトルを持って参加しよう鎧」

★日時　９月３日（金）　午前１０時３０分～、

４日（土）・５日（日）　午前７時～

★場所　社会体育館

★問い合わせ先　町商工会青年部（山野井）

　　　　　　　　山０９０－３２４４－０８４３　

『Ｋ－１』ファイター
強化合宿ｉｎめいわ

敬老祝品・慰問品廃止
のお知らせ

　町では、各種事業等の見直しを行い、６５

歳以上の高齢者を対象に配布させていただ

いた敬老祝品・慰問品を今年度より廃止と

させていただきます。

　皆様のご理解をお願いします。

　　　　　　（住民福祉課　内線１４４）

赫

隔

郭

革

較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較

較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

　
８
月
　
日
　
か
ら
、
３
回
コ
ー
ス

２７

（金）

で
、
血
管
い
き
い
き
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
高
血
圧
や
糖

尿
病
・
脂
質
異
常
症
等
生
活
習
慣
病

を
防
ぐ
た
め
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

ふ
る
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
受
講
希
望
者
は
、
８
月
　
日
　
ま

２３

（月）

で
に
健
康
づ
く
り
課
（
内
線
１
２
２
）

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
参
加
者
に
は
、
町
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
使
え
る
プ
ー
ル
無
料
券
（
５
回

分
）・
健
康
記
録
表
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い

た
し
ま
す
。

血
管
い
き
い
き

講
座
を
開
催

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
２

内　　　容期　　日

　糖尿病・肥満予防について　８月２７日（金）

　脂質異常症の予防について９月１４日（火）

　高血圧予防について９月２９日（水）

血管いきいき講座日程表

※毎回、メタボリックシンドローム対策ワンポイント

アドバイスを行います。

◆時間　午後１時３０分～午後３時　　　　　　

◆場所　役場第１会議室（３階）

　
明
和
町
の
皆
さ
ん
を
「
ザ
ス
パ
草
津

　
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
」
の
公
式
試
合
に

ＶＳご
招
待
し
ま
す
。

□
試
合
日
時
　
　
月
３
日
　
　
午
後
４

１０

（日）

時
開
始
予
定

□
場
所
　
正
田
醤
油
ス
タ
ジ
ア
ム
群
馬

（
前
橋
市
敷
島
公
園
陸
上
競
技
場
）

□
招
待
人
数
　
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
自
由

席
チ
ケ
ッ
ト
一
世
帯
に
２
枚
（
先
着

１
０
０
０
人
）

□
申
込
方
法

①
９
月
　
日
　
ま
で
に
往
復
は
が
き
で

２２

（水）

お
申
し
込
む
（
必
着
）

②
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

③
は
が
き
は
家
族
単
位
で
申
し
こ
む

④
宛
先
　
〒
３
７
１
０
０
０
６
　
前
橋

市
石
関
町
１
３
６
倆
３
　
草
津
温
泉

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
　
前
橋
事
務

所
「
明
和
町
ご
招
待
」
係
　
　

⑤
返
信
は
が
き
宛
名
に
住
所
氏
名

◎
返
信
さ
れ
た
は
が
き
を
試
合
当
日
に

ス
タ
ジ
ア
ム
正
面
入
り
口
近
辺
の
総
合

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
入
場
チ
ケ
ッ
ト
と
交
換
し
ま
す
。

【
お
願
い
】

　
競
技
場
周
辺
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
最
寄
り
の
群
馬
大
学
医
学
部
第

４
駐
車
場
・
グ
リ
ー
ド
ー
ム
第
６
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン

ト
７
第
２
駐
車
場
・
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
・
Ｊ

Ｒ
高
崎
か
ら
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
草
津
温
泉
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
前
橋
事
務
局
（
山
０
２
７
・

２
６
９
・
３
７
３
２
）
へ
。

　
草
津
温
泉
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
　
　
　
  山
０
２
７
・
２
６
９
・
３
７
３
２

明
和
町
の
皆
様
を
ザ
ス
パ
草
津
ホ
ー
ム
戦
に
ご
招
待
し
ま
す



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１２）

　７月１２日、東小学校放課後子ども教室 ( あおぞら)

にボーイ・ガールスカウトのかたがたが訪問しボラ

ンティア活動をしました。授業が終了し次々に集

まってくる子どもたち、勉強を始める子、友達とお

しゃべりする子と賑やかに教室が始まりました。　

　一段落したところでガールスカウトのかたによる

松ボックリを使ったお人形の制作やカードめくり

ゲームなど、子どもたちは指導を受けながら真剣に

取り組んでいました。　

シクラ・メン棒を手渡しながら、交通安全を呼びかける中学生

“安全運転”をお願いしま～す！
交通安全「ショッピング・ママ作戦」

   海洋センターでは海の日を記念して７月１８日毎

年恒例となっている、終日無料開放を実施しまし

た。 利用する者が多いセンターでは、感謝の意味

も込め実施しています。梅雨明け宣言もされ、当日

は猛暑で午前の部から受付には今か今かと涼を求

める利用者で長蛇のできる盛況振りでした。特に

子ども連れが多く可愛い水着が水しぶきと相まっ

て終日にぎわっていました。

   なお、当日利用の延べ人数は430人でした。

　関東地方が梅雨明けと発表された7月17日、こど

も園で恒例の「夏まつり」が開かれ３２９人の園児やそ

の家族は夏のひとときを楽しみました。

   園庭では、かわいらしい浴衣や甚平で着飾った園児

たちが、家族や保護者と一緒に「やさい音頭」を踊り、

手作りのお神輿や山車で練り歩き、お祭りを盛り上げ

ました。また「おたからつり」、「たまいれ」等のゲーム

や「おとぎのくに」を体験し、子どもたちは大喜びで楽

しみました。

手作りお神輿や山車で練り歩く
こども園で夏まつり

　手作り山車を引く園児たち

  ７月１５日、町内のスーパーマーケット前で、交通

安全「ショッピング・ママ作戦」が行われました。 

   明和中学校の生徒９人が、警察官や交通安全協会

の皆さんと一緒に、買い物客一人一人に交通安全啓

発品（シクラ・メン棒）を手渡しながら、交通安全

を呼びかけていました。啓発品を貰った人は、「よ

り一層の安全運転を心がけ、事故を起こさないよう

気をつけます」と話していました。

自然の物を使って作る喜び
東小学校放課後子ども教室

「できたよ」と見せ合う子どもたち

長蛇のできる盛況ぶり
海洋センター無料開放

無料開放でにぎわうプール
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（１３）広報めいわ　平成２２年８月１０日

何をお願いしたのかな？
子育て支援センターで七夕まつり

　７月７日、子育て支援センターで七夕まつりが行

われ、５０組を超す乳幼児(０～２歳)と母親たちが先

生やボランティアのかたがたと一緒に、歌や踊り、

七夕の飾り付けなどを楽しみました。

　また、別室では先生による手づくりのプラネタリ

ウムが設置されており、暗闇で泣き出す子どももほ

とんどなく、ママと一緒に美しい星空に目を輝かせ

ていました。

ポイ捨てやめよう
もくもくクリーン作戦

　７月７日、館林邑楽たばこ販売協同組合（野村晴

三理事長）が環境美化運動の一環として、タバコの

吸殻の清掃活動を行いました。この運動は一市５町

で協力し合い各地区の女性会員が主体となって年一

回実施しています。９時から活動を開始、役場前か

ら、グラウンドゴルフ公園まで約３０分間、ポイ捨て

の吸殻その他のごみを収集しました。

　参加者は「ポイ捨てが少なく明和町はきれいだね」

と感想を述べていました。

吸殻やごみを拾う会員のかたがた

体
シ

七夕飾りの前で、くつろぐ親子

　６

　入

友好町同士の剣士が合同稽古
三重明和スポーツ少年団と明和剣友会

宣誓をする両町の選手

　明和中学校体育館武道場で7月24日、友好提携

都市となっている三重県明和町（めいわちょう）の

「三重明和スポーツ少年団」一行20人が来町し、明

和剣友会（指導者代表・桑原長三さん）や千代田

町・興武会の子どもたちと剣道の交流試合や合同稽

古を行いました。

　群馬県明和町と三重県明和町は、平成11年、友好

交流提携に調印し、これまで、少年サッカーやバ

レーボール、産業祭で三重県明和町の物産

販売など、さまざまな交流を通して友好の

きずなを築いてきました。今回は、剣道と

いう共通のスポーツを通して参加者同士

が友好を深め合いました。

　矢島副町長は、「今回、参加した皆さん

が末永く交流を続け、両町の友好が一層深

まることを期待します」と挨拶しました。

◆三重県明和町は松坂市と伊勢市に隣接

し、伊勢湾に面している総人口は約２万

３２７０人、面積は40.92挨のまちです。

スポーツ交流で友好を築く子どもたち

仲間の声援を受け熱戦を繰り広げました
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〈
広
告
〉

　
私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
突

然
の
け
が
や
病
気
に
な
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
現
場
に
遭
遇
し
た
時
、

勇
気
を
持
っ
て
応
急
手
当
が
出
来

る
よ
う
救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

□
日
時
　
９
月
　
日
　
　
午
前
９

１２

（日）

時
～
正
午

□
場
所
　
館
林
消
防
署

□
対
象
　
館
林
市
・
邑
楽
郡（
大
泉

町
を
除
く
）在
住
・
在
勤
・
在
学

し
て
い
る
　
歳
以
上
の
か
た

１５

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２５

□
内
容
　
救
命
に
必
要
な
基
礎

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
間
　
８
月
９
日
　
～
　

（月）

３１

日
　
の
午
後
５
時
ま
で

（火）

□
申
込
方
法
　
館
林
消
防
署
へ
電

話
ま
た
は
直
接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
館
林
消
防
署
（
山

　
・
３
１
７
１
）
へ
。

７２　
群
馬
テ
レ
ビ
「
鶴
太
郎
の
ぐ
ん

ま
一
番
」
で
、
明
和
町
の
歴
史
と

特
産
品
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
す
。

是
非
ご
家
族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
放
送
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
放
送
日
時
　

・
８
月
　
日
　
　
午
後
７
時
　
分

２０

（金）

３０

・
再
放
送
は
、
８
月
　
日
　
　
午

２２

（日）

前
９
時
　
分
３０

□
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
後
２

２８

（土）

時
　
分
～
午
後
４
時

３０

□
場
所
　
館
林
高
等
看
護
学
院

□
演
題
　

①
「
予
防
接
種
の
最
新
情
報
」

②
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
」

□
講
師
　

①
こ
や
な
ぎ
小
児
科
　
小
柳
富
彦

院
長

②
真
中
医
院
　
真
中
千
明
院
長
　

□
参
加
費
　
無
料

◎
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
事
前
申
込
不
要
）

※
詳
し
く
は
、
館
林
市
邑
楽
郡
医

師
会
事
務
局
（
山
　
・
１
１
３
２
）

７２

へ
。 

　
平
成
　
年
５
月
よ
り
事
実
上
中

１７

止
を
し
て
い
ま
し
た
第
1
期
対
象

者
の
日
本
脳
炎
予
防
接
種
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
。
対
象
の
か
た
（
国

で
は
３
歳
児
の
接
種
を
す
す
め
て

い
ま
す
）
は
、
体
調
の
良
い
時
に

早
め
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
予
診
票
は
、
表
紙
が
オ

レ
ン
ジ
色
と
緑
色
の
予
防
接
種
手

帳
は
使
え
ま
す
が
、
他
の
色
の
表

紙
の
も
の
は
、
内
容
が
一
部
変
更

と
な
っ
て
い
ま
す
。
恐
れ
入
り
ま

す
が
事
前
に
健
康
づ
く
り
課
（
内

線
１
２
２
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除

や
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期

間
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来
受

け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
若
年
者
納
付
猶
予
や
学

生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
ま

ま
で
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
、
そ

の
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
を
受

け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
は
参
入

さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

の
期
間
は
、
承
認
日
か
ら
　
年
以

１０

内
で
あ
れ
ば
追
納
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間
の

３
年
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、

当
時
の
保
険
料
に
経
過
し
た
年
数

に
応
じ
て
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
太
田
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課
（
山
　
・
３
７
１
２
）
へ

４９

□
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
後
４

２４

（火）

時
□
場
所
　
館
林
厚
生
病
院

□
講
師
　
医
師
　
細
貝
真
弓
（
館

林
厚
生
病
院
　
眼
科
医
員
）

□
参
加
費
　
無
料

◎
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
事
前
申
込
不
要
）

※
詳
し
く
は
、
館
林
厚
生
病
院

（
山
　
・
３
１
４
０
）
へ
。　
　

７２

　
夜
間
や
休
日
な
ど
の
診
療
時
間

外
に
病
院
を
受
診
す
る
か
ど
う
か
、

判
断
の
目
安
と
な
る
「
こ
ど
も
の

救
急
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
が
明
和
町

役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.m
eiw
a
.g
u
n

m
a
.jp

串

釧

櫛

屑
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遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
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お

知

ら

せ

「
鶴
太
郎
の
ぐ
ん
ま
一
番
」

明
和
町
が
紹
介
さ
れ
ま
す

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か

普
通
救
命
講
習
会

こ
ど
も
の
予
防
接
種
の

お
は
な
し

「
白
内
障
と
緑
内
障
に
つ

い
て
」
の
健
康
講
座

国
民
年
金
保
険
料
の
追

納
を
お
勧
め
し
ま
す

「
こ
ど
も
の
救
急
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」

ミミミミミミツツツツツツワワワワワワ診診診診診診療療療療療療ミツワ診療所所所所所所所

http://www.myclinic.ne.jp/mw3030/
明和町梅原５８８　山０２７６－７０－３０３０

往診・訪問看護可

土日は午前中、平日は

午後７時まで診療して

います。祝日は休診。

日土金木水火月診療時間

○○○○○／○午前９：００～１２：００

／／○○○／○午後４：００～７：００

内内内内内内内内内内科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚内科・小児科・皮膚科科科科科科科科科科科
ミミミミミミツツツツツツワワワワワワ診診診診診診療療療療療療ミツワ診療所所所所所所所

http://www.myclinic.ne.jp/mw3030/
明和町梅原５８８　山０２７６－７０－３０３０

往診・訪問看護可

土日は午前中、平日は

午後７時まで診療して

います。祝日は休診。

日土金木水火月診療時間

○○○／○○○午前９：００～１２：００

／／○／○○○午後４：００～７：００

内内内内内内内内内内科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚内科・小児科・皮膚科科科科科科科科科科科



（１５）広報めいわ　平成２２年８月１０日

減

玄

源

現

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

　
交
通
事
故
・
金
銭
貸
借
・
土
地
家

屋
・
相
続
・
夫
婦
や
親
子
等
の
も
め

ご
と
で
お
困
り
の
か
た
は
、お
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
９
月
　
日
　

２４

（金）

□
時
間
　
午
後
２
時
～
午
後
７
時

　（
受
付
午
後
６
時
　
分
ま
で
）

３０

□
場
所
　
館
林
市
文
化
会
館

□
費
用
　
無
料

◎
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
事
前
申
込
不
要
）

※
弁
護
士
や
調
停
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。詳
し
く
は
、館
林
調
停

協
会（
山
　
・
３
０
１
１
）へ
。

７２

【
吹
き
矢
教
室
　
全
３
回
】

□
期
日
　
９
月
　
日
　
・
　
日
　
・

１５

（水）

２２

（水）

　
日
　

２９

（水）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
前
　
時

１０

１１

　
分
３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
民
一
般
・
町
内
在
勤

の
か
た

□
定
員
　
　
人
３０

□
参
加
費
　
無
料

【
う
ど
ん
・
そ
ば
作
り
教
室
   全
４
回
】

□
期
日
　
９
月
　
日
　
、　

月
　

１６

（木）

１０

２１

日
　
、
　

月
　
日
　
、　

月
　

（木）

１１

１８

（木）

１２

２２

日
　（水）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

１
時

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
民
一
般
・
町
内
在
勤

の
か
た

□
定
員
　
　
人
１５

□
参
加
費
　
５
０
０
円（
１
回
）

【
籐
手
芸
教
室
　
全
２
回
】

□
期
日
　
　
月
５
日
　
・
　
日
　

１０

（火）

１２

（火）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
前

３０

　
時
　
分

１１

３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
民
一
般
・
町
内
在
勤

の
か
た

□
定
員
　
　
人
１５

□
参
加
費
　
１
０
０
０
円

【
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
　
全
　
回
】

１０

□
期
日
　
　
月
～
　
年
２
月
の
第

１０

２３

１
・
第
３
水
曜
日

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
午
後

３０

３
時
　
分
３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
民
一
般
・
町
内
在
勤

　
の
か
た

□
定
員
　
　
人
１５

□
材
料
費
　
３
０
０
０
円

【
城
沼
の
草
花
を
観
察
し
よ
う
教

室
】

□
期
日
　
９
月
　
日
　

１７

（金）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
前

３０

　
時
　
分

１１

３０

□
場
所
　
城
沼
周
辺

□
対
象
　
町
民
一
般
・
町
内
在
勤

の
か
た

□
定
員
　
　
人
１５

□
参
加
費
　
無
料

※
各
教
室
の
共
通
事
項

□
申
込
期
間
　
８
月
　
日
　
～
　

１８

（水）

２９

日
　（日）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
電

話
ま
た
は
直
接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、中
央
公
民
館
（
山

　
・
４
４
９
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ

８４く
だ
さ
い
。

募
集
し
ま
す

中
央
公
民
館
夏
期
教
室

「
調
停
相
談
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す

BooBookk図書館情報

明和町図書館から８月のおすすめ図書

●開館時間　　午前９時３０分～午後６時１５分

●休館日　　毎週月曜日・年末年始

◇幼児～小学校低学年

　かたつむり１匹、散歩

にでかけ、ちゅうりっぷ

２本、にっこり笑う・・・。

　堀内誠一が１９６０年代に

描いた絵に、谷川俊太郎

が詩をつけた、楽しくて

美しいかずの絵本。

◇小学生

　地球上に最初に登場し

た、多細胞動物に近い体

のつくりをしているクラ

ゲ。その不思議な生態や

人々とのかかわりを解説

する。クラゲが見られる

水族館や、観察のポイン

トも紹介。

◇中学生～一般

　脳はもともと怠け者。

だから「書く」ことでス

イッチを入れる！脳科

学者・茂木健一郞が、夢

を実現させ、人生を豊か

にする脳の仕組みを初

めて解き明かす。

◇一般

　元気の素は、体の機能

を整える栄養がたっぷり

含まれているジュースか

ら。続けるコツは「かん

たん」で「おいしい」こ

と！不調改善や美容・ア

ンチエイジング、慢性疾

患などに効果的なジュー

スレシピを紹介。

「いくつかな？」

谷川俊太郎・作

堀内　誠一・絵

「クラゲ大図鑑」

並河　洋・監修

「脳をやる気にさ

せるたった１つの

習慣」

茂木健一郞・著

「体を強くするサ

ラダジュース」

浜内千波・著

　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で

は
、
研
修
室
を
学
習
室
と
し
て
、

無
料
開
放
い
た
し
ま
す
。

◆
利
用
時
間
　
午
前
９
時
　３０

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午

後
５
時
（
た
だ
し
、
土
曜
、
日

曜
、
祝
日
で
、
研
修
室
が
利
用

さ
れ
て
い
な
い
場
合
）

※
詳
し
く
は
、
町
立
図
書
館

（
ふ
る
さ
と
産
牛
文
化
館
内
・

山
　
・
５
５
５
５
）
に
お
問
い

８４
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

学
習
室
と
し
て
研
修

室
が
利
用
で
き
ま
す

〈
広
告
〉

　　国家公務員共済組合連合会（ＫＫＲ）  指定店

　　群馬県年金受給者協会 館林邑楽地区会 指定店

鈴鈴鈴鈴鈴鈴木木木木木木葬葬葬葬葬葬儀儀儀儀儀儀鈴木葬儀社社社社社社社
創業百有余年

館林駅前通り

皆様に支えられ、多くの葬儀をお手伝いさせていただきました。

館林・明和・板倉地区葬儀施行件数１番の実績（平成17年以降連続）

 http://www.sougisya.com　山７２・１２８９



（１６）

INFORMATION
【
第
　
回
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
】

１２

□
期
日
　
９
月
５
日
　（日）

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
か
た

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２２

（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

【
第
　
回
町
民
サ
ッ
カ
ー
大
会
】

１３

□
期
日
　
９
月
　
日
　
・
　
日
　

１２

（日）

１９

（日）

□
場
所
　
利
根
川
総
合
運
動
場

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
か
た

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２９

（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

【
第
　
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

１２

□
期
日
　
９
月
　
日
　

１２

（日）

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
か
た

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２９

（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

【
第
　
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
】

１２

□
期
日
　
９
月
　
日
　

１９

（日）

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
か
た

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
９
月
５
日
　（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

【
第
　
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
】

１２

□
期
日
　
９
月
　
日
　

１９

（日）

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
か
た

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
９
月
５
日
　（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

【
は
つ
ら
つ
健
康
体
操
教
室
】

□
期
間
　
９
月
～
　
月
（
合
計
８
回
）

１０

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
対
象
者
　
町
内
在
住
・
在
勤
の

か
た

□
定
員
　
　
人
２０

□
参
加
費（
保
険
料
）

・
　
歳
以
下
　
１
６
０
０
円

６４
・
　
歳
以
上
　
８
０
０
円

６５
□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２９

（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

【
護
身
術
講
習
会
】

□
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
前
　

２９

（日）

１０

時
□
場
所
　
明
和
町
社
会
体
育
館

□
対
象
者
　
町
内
在
住
・
在
勤
の

か
た

□
定
員
　
　
人
２０

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２２

（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、社
会
体
育
館（
山

　
・
４
６
２
６
）へ
。

８４　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 ス
タ
ッ
フ「
学

習
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
～
平
成
　
年
２
月

１０

２３

ま
で
毎
週
木
曜
日（
全
　
回
）、

１８

午
後
１
時
　
分
～
午
後
３
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
社
会
福
祉
会
館

□
内
容
　
参
加
者
の
学
習
サ
ポ
ー
ト

□
人
数
　
　
人
程
度

２０

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２６

（木）

□
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

※
詳
し
く
は
、地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
健
康
づ
く
り
課
内
山
　
・
８４

３
１
１
１
内
線
１
２
６
）へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

【
平
成
　
年
度
明
和
町
Ｂ
＆
Ｇ
海

２２

洋
セ
ン
タ
ー
水
泳
記
録
会
】

大
会
新
記
録
者

○
男
子
　
◇
２
０
０
丿
自
由
形
・
　
・
６５

梅
津
定
一
◇
　
丿
バ
タ
フ
ラ
イ
・
　
・
山

２５

５５

下
巌
◇
　
丿
バ
タ
フ
ラ
イ
・
　
・
赤
坂
和

２５

４０

之
◇
　
丿
背
泳
ぎ
・
小
学
３
・
４
年
・
四

２５

家
豊
加
◇
　
丿
背
泳
ぎ
・
　
・
青
島
良
次

２５

６０

◇
　
丿
平
泳
ぎ
・
　
・
桧
垣
一
彦
◇
　
丿

２５

４５

５０

背
泳
ぎ
・
小
学
５
・
６
年
・
赤
坂
健
太
◇

　
丿
背
泳
ぎ
・
　
・
荒
木
康
光
◇
　
丿
平

５０

３５

５０

泳
ぎ
・
中
学
生
・
小
島
捷
暉
◇
　
丿
平
泳

５０

ぎ
・
　
・
赤
坂
和
之
◇
　
丿
平
泳
ぎ
・
　
・

４０

５０

４５

桧
垣
一
彦
◇
　
丿
自
由
形
・
　
・
金
子
祐

５０

３５

介
◇
１
０
０
丿
個
人
メ
ド
レ
ー
・
中
学

生
・
伊
藤
遼
太
◇
１
０
０
丿
背
泳
ぎ
・

　
・
荒
木
康
光
◇
１
０
０
丿
平
泳
ぎ
・
　

３５

１８

～
　
・
村
松
幸
雄
◇
１
０
０
丿
平
泳
ぎ
・

２４
　
・
茂
木
明
敏
◇
１
０
０
丿
自
由
形
・
１

６０８
～
２
４
・
村
松
幸
雄
◇
１
０
０
丿
フ

リ
ー
リ
レ
ー
・
小
学
３
・
４
年
・
イ
ナ
ズ

マ
◇
１
０
０
丿
フ
リ
ー
リ
レ
ー
・
一
般
・

内
田
聖
泳
会
A
◇
２
０
０
丿
フ
リ
ー
リ

レ
ー
・
中
学
生
・
邑
楽
A

○
女
子
　
◇
２
０
０
丿
自
由
形
・
　
・
６０

茂
木
一
子
◇
　
丿
バ
タ
フ
ラ
イ
・
　
・
飯

２５

６０

島
百
合
子
◇
　
丿
バ
タ
フ
ラ
イ
・
　
・
広

２５

５５

末
公
子
◇
　

丿
背
泳
ぎ
・
小
学
５
・
６

２５

年
・
山
本
円
花
◇
　
丿
背
泳
ぎ
・
　
・
赤

２５

３０

坂
美
佐
子
◇
　
丿
平
泳
ぎ
・
　
・
大
野
梅

２５

６５

子
◇
　
丿
平
泳
ぎ
・
　
・
大
沢
敏
子
◇
　

２５

６０

２５

丿
自
由
形
・
　
・
飯
島
百
合
子
◇
　
丿
バ

６０

５０

タ
フ
ラ
イ
・
　
・
大
野
梅
子
◇
　
丿
自
由

６５

５０

形
・
　
・
三
友
恵
子
◇
　
丿
自
由
形
・
　
・

６５

５０

３５

塩
見
仁
美
◇
１
０
０
丿
個
人
メ
ド

レ
ー
・
　
・
広
末
公
子
◇
１
０
０
丿
背
泳

５５

ぎ
・
　
・
森
啓
子
◇
１
０
０
丿
平
泳
ぎ
・

５０

　
・
檜
垣
浩
子
◇
１
０
０
丿
平
泳
ぎ
・

４０　
・
大
沢
敏
子
◇
１
０
０
丿
自
由
形
・

６０　
・
茂
木
一
子

６０【
第
　
回
　
明
和
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

３３

ゴ
ル
フ
協
会
交
流
大
会
】

優
　
勝
　
松
吉
喜
造

準
優
勝
　
須
藤
隆
司

第
３
位
　
川
崎
六
太
郎

【
第
７
回
明
和
町
協
会
杯
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

優
　
勝
　
S
P
A
R
K
I
N
S

準
優
勝
　
I
N
F
I
N
I
T
Y

第
３
位
　
板
倉
ク
ラ
ブ

【
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

優
　
勝
　
フ
ラ
ッ
プ

準
優
勝
　
M
レ
ン
ジ
ャ
イ

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

近
藤
 菜
々
美
 
（
利
樹
・
由
紀
子
/
千
津
井

）

な

な

み

須
藤
 啓
汰
  （
高
広
・
美
佐
子

/
新
里
）

け
い
　
た

小
川
 遙
士
  （
一
城
・
友
美
枝

/
新
里
）

は
る
　
と

住
吉
 七
海
  （
裕
也
・
祥
子
/
中
谷
）

な
な
　
み

篠
木
 大
環
  （
真
史
・
美
幸
/
大
佐
貫

）

と
　
 
わ

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

門
間
　
岩
吉
　
　
　
大
輪
　
美
博

９４

野
村
八
重
子
　
　
　
入
ヶ
谷
　
 
眞
治

８８

石
村
　
一
雄
　
　
　
大
佐
貫
　
　

正

７７

「
脳
の
健
康
教
室
」

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

体
育
協
会
の
大
会
お
よ
び

教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

戸
籍
の
窓

ス
ポ
ー
ツ
結
果

優勝のSPARKINSの皆さん優勝のフラップの皆さん



（１７）広報めいわ　平成２２年８月１０日

文芸まちの文芸まちの

明

和

短

歌

研

究

会

文芸まちの文芸まちの

明

和

短

歌

研

究

会

入
札
結
果

（
金
額
は
税
抜
き
）

▼
環
境
水
道
課

町
道
２
倆
３
９
７
号
線
外
２
路
線

上
水
道
配
水
管
布
設
替
工
事
設
計

監
理
業
務
委
託

委
託
場
所
　
梅
原
地
内

予
定
価
格
　
２
４
２
万
円

落
札
価
格
　
２
２
０
万
円

請
負
業
者
　
　
協
和
設
計
事
務
所

（株）

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　
枝
線

管
渠
実
施
設
計
・
路
線
測
量
委
託

業
務
（
　
倆
　
工
区
・
そ
の
１
）

２２

１５

委
託
場
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
１
２
８
０
万
円

落
札
価
格
　
１
２
０
０
万
円

請
負
業
者
　
都
市
開
発
設
計
　（株）

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　
枝
線

管
渠
実
施
計
画
・
路
線
測
量
委
託

業
務
（
　
倆
　
工
区
・
そ
の
２
）

２２

１５

委
託
場
所
　
大
佐
貫
・
矢
島
地
内

予
定
価
格
　
１
４
１
０
万
円

落
札
価
格
　
１
３
０
０
万
円

請
負
業
者
　
　
オ
ウ
ギ
工
設

（株）

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　
明
和

３
号
幹
線
管
渠
築
造
工
事
（
　
倆
２２

　
倆
１
工
区
）

１４工
事
場
所
　
田
島
地
内

予
定
価
格
　
１
５
９
０
万
円

落
札
価
格
　
１
５
４
０
万
円

請
負
業
者
　
原
工
業
　（株）

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　
枝
線

管
渠
築
造
工
事
（
　
倆
　
倆
５
工

２２

１３

区
・
そ
の
１
）

工
事
場
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
１
４
６
０
万
円

落
札
価
格
　
１
４
２
０
万
円

請
負
業
者
　
荒
井
建
設
　（株）

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　
枝
線

管
渠
築
造
工
事
（
　
倆
　
倆
５
工

２２

１２

区
・
そ
の
１
）

工
事
場
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
１
４
２
０
万
円

落
札
価
格
　
１
３
７
０
万
円

請
負
業
者
　
　
徳
川
組

（株）

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　
枝
線

管
渠
築
造
工
事
（
　
倆
　
倆
　
・

２２

１２

２０

　
工
区
・
そ
の
１
）

２１工
事
場
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
１
３
２
０
万
円

落
札
価
格
　
１
３
０
０
万
円

請
負
業
者
　
真
仁
田
土
建
　（株）

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　
枝
線

管
渠
築
造
工
事
（
　
倆
９
倆
　

工

２２

１０

区
・
そ
の
１
）

工
事
場
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
１
１
７
０
万
円

落
札
価
格
　
１
１
４
０
万
円

請
負
業
者
　
　
明
石
工
業

（有）

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　
枝
線

管
渠
築
造
工
事
（
　
倆
　
倆
５
工

２２

１２

区
・
そ
の
２
）

工
事
場
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
１
１
５
０
万
円

落
札
価
格
　
１
１
２
０
万
円

請
負
業
者
　
　
司
建
設

（有）

▼
都
市
計
画
課

地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時

交
付
金
　
桜
並
木
路
　
転
落
防
止

柵
補
修
工
事

工
事
場
所
　
南
大
島
・
外
１
地
内

予
定
価
格
　
４
５
０
万
円

落
札
価
格
　
４
３
５
万
円

請
負
業
者
　
荒
井
建
設
　（株）

▼
学
校
教
育
課

東
小
学
校
北
校
舎
音
楽
室
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
改
修
工
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　士人身事故……………　４件
　士物件事故……………１８件

７月の町の事件事故状況

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください。

外科系内　科　系耳鼻科期　日

慶友整形外科
（７２）６０００

黛泌尿器科
（６３）７８００

星野こどもｸﾘﾆｯｸ
（小児科のみ）

（７０）７２００

多々良診療所
（７２）３０６０

川田耳鼻咽喉科
（７２）３３１４

８月１５日（日）

館林医院
（７４）２１１２

三浦医院
（６２）２９１７

益田小児科
（小児科のみ）

（６２）５５３５

こが内科
（７３）７５８７

－８月２２日（日）

田沼整形外科
（８８）９２２３

みづほｸﾘﾆｯｸ
（２０）１１２２

長谷川ｸﾘﾆｯｸ
（８０）３３１１

土井レディス
（婦人科のみ）

（７２）８８４１

川村耳鼻咽喉科
（７２）１３３７

８月２９日（日）

高木整形外科
（６２）６６１１

湯沢医院
（６２）２２０９

ミツワ診療所
（７０）３０３０

森下内科医院
（７３）７７７６

今成ｸﾘﾆｯｸ
（７０）２２２１

９月５日（日）

後藤ｸﾘﾆｯｸ
（７０）２２３３

石山医院
（８２）０１０３

菅沼医院
（７２）９０９０

さくま内科
（５５）２５００

－９月１２日（日）

井上整形外科
（８２）１１３１

いたくら内科
（７０）４０８０

阿部医院
（６２）５４２８

横田胃腸科
（７２）４９７０

板倉耳鼻咽喉科
（８０）４３３３

９月１９日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

カラスムギ（茶挽草）　イネ科

　記　立岡正夫

　ヨーロッパ、西アジア原産で、最初に見掛けたのは東北自動

車道付近で、１５年位前だったと思います。今では梅原あたりま

で広がっているのでしょうか、あるいは、もっと上流まで行っ

ているかも知れません。６月上旬になると実って、刈り取り前

の麦畑のように土手の南面がこの草で真っ白になります。種子

が黒いから烏麦というのかと思いましたら、食用にならず烏の

食べる麦という意味だそうです。

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

【町の無料法律相談】　
□日　時　９月１０日（金）　午前１０時
～正午
□場　所　役場委員会室　
□対　象　明和町民　
□担　当　丸山弁護士
□受付期間　９月１日（水）～８日
（水）まで総務課へお申し込みく
ださい（予約制）

【人権・行政・心配ごと相談】
□日　時　９月１５日（水）　午前１０時
～午後３時

□場　所　役場会議室
【年金相談】　
□日　時　９月１６日（木）　午前１０時
～午後３時

□場　所　館林市役所
※事前の予約が必要です。
【交通事故相談】
□日　時   ９月１７日（金）  午前１０時
～午後４時

□場　所　太田市役所
【健康相談】
□日　時　９月７日（火）　午前９時
３０分～午前１０時３０分受付
□場　所　保健センター
□対　象　乳幼児・成人
【乳幼児健診】
□日　時　９月９日（木）　午後１時
～午後２時受付

□場　所　保健センター
□対　象　２０年９月、２１年９・１１月、
２２年２・５月生

（平成２２年７月１日現在）

　総人口　１１，５４８人　（－４）
　　男　　　５，７９２人　（－１）
　　女　　　５，７５６人　（－３）
　世帯数　　３，８０４世帯（＋３）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………２５件
　　士交通事故………　３件
　　士その他…………１４件
　　士合計……………４２件

７月の町の救急車出動回数

纂オレオレ詐欺発生！慌てずにまず確認

※マンガ明和は終了しました。ご愛読ありがとうございました。

　士受入窃盗……………　３件
　士乗物盗難……………　２件
　士詐欺（オレオレ詐欺）… １ 件
　士その他の事件………　１件

纂大輪地内で死亡事故発生！

定期相談・健診


